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【研究の背景・目的】 

一次視覚野損傷により視覚的意識が障害されても、
障害視野の対象に対して行動できるという「盲視
(blindsight)」という現象が知られている。片側の一
次視覚野(V1)を損傷した盲視のモデルサルの認知機
能と神経活動を解析した結果、これらのサルでは、
視覚的意識は完全に消失しているのではなく、ヒト
の若年時の損傷例に見られるような「何かある感じ」
（Type II blindsight）に相当する「部分的意識」の
存在が示唆され、それに対応する神経活動が上丘で
観察されることがわかった。この部分的意識が生じ
るメカニズムを解明するため、盲視モデルザルの大
脳皮質全体に数百チャネルの皮質脳波（ECoG）電極、
さらに上丘、視床など皮質下構造にも多極フィール
ド電位記録電極を配置して、大規模神経回路動態を
記録・解析し、部分的意識が生じる場合と生じない
場合の比較、さらにウィルスベクターによる回路機
能操作によって、部分的意識を操作する研究を実施
する。 
 

【研究の方法】 
サルの大脳皮質外側面全体を覆うように数百チャ

ネルの ECoG 電極、上丘・視床枕などに LFP 記録電
極 を 慢 性的 に 留置 し、 安 静 時脳 活 動に よる
default-mode network の解析や、視覚誘導性サッケ
ード遂行時の活動を記録し、視覚入力からサッケー
ド運動誘発までの信号処理過程を Granger 因果解析
等を用いて推定する。さらに鍵となる脳部位・経路
に対するムシモル注入による可逆的活動阻害やウィ
ルスベクターによる経路選択的・可逆的伝達阻害を
行い、行動の変容とその際の大規模回路動態の変容
を対応付け、それらの脳部位、経路の機能を明らか
にする。 

（図）サルの全脳的 ECoG 記録(藤井らより)。
このような大規模記録を盲視サルに適用し、同
じ刺激に対して視覚的意識が生じたときと生じ
なかった時の脳全体の状態を比較する。 

 
そしてこれらの解析手法を基盤として、視覚刺激

が見えたかどうかを判断する Yes-No 報告課題にお

いて、同じ視覚刺激に対して「見えた」と回答した
場合と「見えなかった」と答えた場合の脳活動の状
態の違いを比較することで、「視覚的意識」が生じる
機構を明らかにする。 

 
【期待される成果と意義】 

意識や注意など高次認知機能について近年機能的
MRI を用いたヒトでの研究によって種々の仮説が
提示されているが、時間解像度の限界と脳に対する
直接操作を行うことができないことから、因果律に
踏み込んだ議論は困難だった。それに対して本研究
では我々が過去 10 年間にわたって詳細にその認知
行動と神経活動を解析してきた盲視モデルザルを用
いて、ECoG と深部 LFP での多チャネル記録を組み
合わせた高時間解像度での大規模回路の動態機能解
析を実現し、さらに遺伝子導入技術を組み合わせて
光操作や経路選択的信号伝達遮断などを組み合わせ
た因果論的論証を実現しようとしていることが本研
究の独創的な点である。世界的に見て、機能的 MRI
と回路操作の組み合わせや、ECoG による超多チャ
ネルを行っている研究グル―プはあるが、高時間解
像度のECoG記録に経路選択的操作を組み合わせて
大規模回路に適用しているのは申請者らのグループ
のみである。 
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【研究期間と研究経費】 
 平成 26 年度－30 年度 

150,000 千円 
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